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知識・知恵の蓄積と発信
～地先の安全度評価、内水を考慮した氾濫解析～

16

内水氾濫を考慮した氾濫解析の
動画表示（１/１００モデル洪水）
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知識・知恵の蓄積と発信
～【水害リスクの評価】県下、全自治会にアンケート調査～

� 回答数２４８４/３２１１（回収率７７%）
� 内閣府「地域防災力の診断」HPの質問を
内挿し、全４３問の質問（土砂害関係除く）。
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� 洪水による被害を受けると「思わない」「あまり思わない」人の割合が約８割。

出典）県政モニターアンケート(H19.12)回答結果 回答者数：233人

知識・知恵の蓄積と発信
～県政モニターアンケート調査～

問：あなたは、今のお住まいが今後10年以内に洪水による被害を受けると
思いますか？

〈2〉18.9%

〈１〉4.7%

〈3〉39.5%

〈4〉36.9%

〈1〉そう思う

〈2〉少しそう思う

〈3〉あまり思わない

〈4〉思わない
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� 大雨注意報･警報、避難勧告･指示に比べ、はん濫注意情報、洪
水予報、水防予報を知っている住民が非常に少ない。

問：水害や土砂災害の発生する危険性が高くなった時に出る情報のうち、
あなたが知っているものすべてに○をしてください。（複数回答可）

出典）県政モニターアンケート(H19.12) 回答結果 回答数：228人

81

175

35

81

96

226①大雨注意報や大雨警報

②はん濫注意報

③洪水予報

④水防予報

⑤避難勧告や避難指示

⑥土砂災害警戒情報

知識・知恵の蓄積と発信
～県政モニターアンケート調査～
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知識・知恵の蓄積と発信
～自治会長アンケート調査～

出典）地域防災力に関するアンケート（H20.2）回答結果 回答数：2,399

50%

19%

31% １．増えた

２．減った

３．特に変わらない

問：あなたの自治会では、昔（１０年程度前）と比べて地域で実施される行事は
増えましたか。それとも減りましたか。
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１．情報伝達機器（防災無線など）を操作する訓練

２．河川や被害情報などの収集・分析訓練

３．高い建物や避難場所に住民が避難する訓練

４．住民による土のう作り

５．浸水地区に取り残された住民を救助する訓練

６．ボートを使って人や物資などを搬送する訓練

７．避難所での避難生活を想定した訓練

８．炊き出し訓練

９．応急救護訓練

10．身体の弱い人やお年寄り（災害時要援護者）を介護する訓練

11．水害を想定した机上訓練や図上演習

12．その他

13．水防訓練は実施していない

出典）地域防災力に関するアンケート(H20.2)回答結果 自治会数：2,465 回答数：2,865

79%

21%

何らかの訓練を実施している

訓練を実施していない

知識・知恵の蓄積と発信
～自治会長アンケート調査～

問 あなたの自治会では、水害に備えるための訓練（水防訓練）のうち、どれを実施
していますか。行政主催の訓練への参加や自治会で実施している訓練を挙げてく
ださい。（複数回答可）
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知識・知恵の蓄積と発信
～水害写真データベースの公開（県立琵琶湖博物館）～

http://www.lbm.go.jp/emuseum/database/index.html

� 過去の水害写真を検索・閲覧可能。
� 年代別、場所別にデータベースが整
理されている。

検索画面
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知識・知恵の蓄積と発信
～水害の記録、記憶、備えのデータベース（流域治水政策室）～

� 聞き取り調査、アンケート調査、各
市町字誌などの水害に関するデー
タを一括してデータベース化

� 被害の状況、経験者の声、地域に
伝わる災害をやり過ごすための知
恵などを蓄積

場所や年代を
クリック！

※これらの画像はすべて開発中のものです。（平成21年3月10日現在）

システム
開発中
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知識・知恵の蓄積と発信
インターネットを活用した河川情報の発信 B-SKY ・ B-BOX（琵琶湖河川事務所）

� 琵琶湖周辺、任意地点の地盤高や明治29年9月
洪水時の浸水イメージが調べられるほか、様々
な情報を表示（B-SKY）。

� 水害写真など、事務所が収集した情報を一般に
公開（B-BOX）

http://www.bbox.biwakokasen.go.jp/mzBBOX/btop.html

クリック！

トップページ
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■ 台風23号（H16）の洪水位標（由良川）

知識・知恵の蓄積と発信
～洪水位標による水害記録の伝承～

■ 大津浪記念碑（岩手県宮古市）

出典：左 第５回由良川流域懇談会資料
出典：右 群馬大学片田教授（神奈川大学防災講演資料より）

高き住居は
児孫の和楽
想へ惨禍の
大津浪

此処より下に
家を建てるな

明治廿九年にも
昭和八年にも

津浪は此処まで来て
部落は全滅し

生存者僅かにも二人
後に四人のみ幾歳
経るとも要心何従
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知識・知恵の蓄積と発信
～洪水位標により水害記録の伝承～

� 昭和２８年、明治２９年水害などの記憶を風化させないため、当時の最高水位などを
表示した石碑を設置

③② ④ ⑤ ⑥

出典） 写真③近畿治水大会資料（２００３）、写真⑤守山市HP「ふるさと守山デジタル資料集」、写真①及び⑥大津市HP

①

明治２９年洪水⑥琵琶湖（大津市）

明治２９年洪水⑤琵琶湖（守山市）

明治２９年洪水④琵琶湖（高島市）

大正１０年洪水③高時川（高月町）

昭和２８年洪水②草津川・金勝川（栗東市）

昭和２８年洪水①千丈川（大津市）
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知識・知恵の蓄積と発信
～浸水想定表示板の設置（琵琶湖河川事務所）～

明治２９年９月と同様な洪水があった場
合に、予想される浸水区域と浸水深を
知らせするための標示板を設置

琵琶湖浸水想定区域図

■草津市下笠町草津あおばな館での設置状況

葉山川

草津市

草津あおばな館

出典・資料提供：近畿地方整備局琵琶湖河川事務所

28

� 浸水深や避難所等洪水に関する情報を「まちなか」に表示することにより、発災時の安全かつス
ムーズな避難につなげる。

� 平成１８年７月に国土交通省がガイドラインを公表。河川管理者と市町が連携し、全国各地で設
置を検討。１８年度は円山川（豊岡市）、刈谷田川（見附市）、江の川（三次市）で標識を設置。今
後、平成２１年度までにすべての国管理河川の流域で設置予定。

知識・知恵の蓄積と発信
～まるごとまちごとハザードマップ～

写真はイメージ

出典：国土交通省ＨＰ


